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第 2章　天草地域に対する認識の深化
―2010・2011年のフィールドワークに参加して
李　　宥霆
　幸運にも、2010年度と2011年度の夏休みに、連続して九州の熊本県天草諸島へのフィールドワークに
参加する機会を得た。その上、2010年の 9 月末に補完調査にも参加し、合計 3 回にわたり天草を訪れる
ことができた。今回は先輩参加者という立場で観察したが、この調査の企画者たちが視点の多様性を狙
って、調査環境を整え、天草地域の生活様態を学生たちに体得してもらおうと尽力した苦心の跡が見え
た。したがって、毎日の仕事以外（筆者の場合は、主に郷土に関する文書や新聞などの写真撮影）に、
この 2 年間で調査した場所はあまり重複しなかった。このことはその地域に対する知識の増長を助けた。
確かに同じところを 2 、 3 回参観したこともあったが、それはその場所が天草地域の特徴と精神を知る
上での要であるためだった。以下に 3 度の調査を比較し、そのなかで学んだことを述べ、各回の経験か
ら受けた衝撃を説明したい。そうすることで、天草の異なった側面を描けるように思う。さらに、 3 回
の調査を併せてとらえると、その地域の「周縁」としての性格をより一層印象づけることもできる。た
だし、今その静穏な佇まいとは裏腹に、天草地域は歴史上の文化交渉による活気をまだ秘めているよう
に感じられた。
　2010年度の春学期の間、フィールドワークの準備をするため、授業時に天草諸島に関する資料が多く
配布された。それらは特に地理面と経済面に重点が置かれていた。しかし、天草に行って自らの観察に
写真 1　牛深ハイヤ大橋とうしぶか海彩館 写真 2　宿舎における調査ミーティング
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より、注目されるべきはその経済形態や生産活動のみでなく、むしろ強烈で特殊なアイデンティティを
持っている点だと思われた。このアイデンティティを形成したものは当地の歴史である。より正確に言
えば、それは当地の波乱万丈でしばしば浪漫化されたキリスト教の歴史にかかわる記憶である。天草に
は小規模ながら多数のテーマにもとづいた博物館と資料館があり、キリスト教に関する展示を常設して
いるところが一般的だ。私が最初に訪問したのは「天草市立天草キリシタン館」であった。同館は地方
の歴史に大切なエピソードの一つ、すなわち天草島原の乱（1637-38）を引き立てるように展示品を計画
的に整えている。公文書や学術書によると、その乱は日本近世史においてもっとも暴力的で大規模な農
民一揆と言われている。天草島原の乱の起因と過程は、要するに、独裁色の強かった幕府の苛税に耐え
切れず、生きるために絶望的な反抗をすることであった。さらに、反抗者たちにはキリスト教徒が多か
ったので、キリスト教的な平等主義を訴えた。反乱軍の首領は、当時わずか16歳であった天草四郎（1621-
38）と呼ばれた少年であった。彼が戦乱のうちに死んだ後、根拠地としての原城はまもなく幕府軍に乱
入された。乱後、幕府は残酷にもキリスト教徒を弾圧し、彼らを全員仏教に改宗させた。したがって、
人々は自分の宗教信仰を隠して、キリスト教の祈りや儀式を行わなければならないようになり、いわゆ
る「隠れキリシタン」と呼ばれるようになった。そのため、たくさんの天草島原の乱を説明するパネル、
地図や展示品などの他に、同館は「隠れキリシタン」の遺物も多く陳列し、17世紀中葉から幕末にかけ
てゆがめられていた天草の信仰形態の側面を明らかにしている。興味深いことに「苓北町郷土資料館」
は、より多様な収蔵品を含めており、特に「隠れキリシタン」に関する宗教的な遺物が多くあった。こ
の点に関して、集団心理のレベルで観察すると、天草の住民が自分の郷土は苦痛、忍耐、とりわけ敬虔
を象徴する地域であることを認め、訪問客にそういうイメージを伝えようとしていると言っても過言で
はないだろう。 2 か月後、補完調査のために訪れた「サンタマリア館」、「天草コレジヨ館」、「天草ロザ
リオ館」での調査により、上述のような印象は強化された。そこで、「歴史叙述における島原の乱」と題
して論文を執筆し、この乱の歴史における従来の位置づけを、地方にもとづく記憶と想像を比べて検討
した1）。
　様々な日本史についての書籍を参考すると、多くの研究者がこの乱の政治的な性格を重視しているこ
とが見えてくる。換言すれば、歴史研究者たちは常に、徳川幕府が外国との接触による影響を排除する
ことを口実として鎖国政策の遂行を目指した動きの最高峰としてこの乱をとらえている。ところが、こ
の政治化されたイメージには当地の感情や記憶との相違点がある。天草の地元民はその事件を知識とし
てではなく、歴史を感覚として認識している。彼らは先祖の苦痛を思い出して、あるいは想像して、こ
のエピソードを日本における西洋文明の収容という悲壮な物語に関連させている。代表的な例の一つは、
天草コレジヨ館で紹介する、以下のような文面がある。
……かつてキリシタン文化発祥の地として、西洋文化が花開いた舞台は、信仰と忍耐の時代を越え
て、近代日本の夜明けへと、人々を導きました。今はただ、穏やかに羊角湾に潮を満ち、いにしえ
 1）	「歴史叙述における島原の乱」、荒武賢一朗ほか編『天草諸島の文化交渉学研究』、関西大学文化交渉学教育研究拠点、
163-169ページ、2011年 3 月。
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の浪漫が水面にきらめくばかりです。
　このような印象を抱きながら、2011年の夏休みに私にとって 3 度目のフィールドワークに向かった。
今回学んだことは前の 2 回の経験と大きく異なっていたが、総括して考えると以前より天草への知識が
豊富になり、深化したと言えよう。今年の調査で最初に見学したところは「天草市立本渡歴史民俗資料
館」であった。しかし、一番印象が強かったのは館内の展示品ではなく、鶴田耕治館長が説明した天草
における人口統計の現状であった。天草の発展を妨害している最も厳しい問題は、「過疎化」という現象
であると言われた。簡単に定義すると、「村落、離島などにおいて、人口が急激且つ大幅に減少したた
め、地域社会の機能が低下し、住民が一定の生活水準を維持することが困難になった状態をいう」こと
である。以降、数日の調査の中で、「過疎化」というイメージが立て続けに証明された。この理解はこれ
まで持っていた「周縁」に関する概念を更新して、直接性と脅迫性をもたらした。具体的に言えば、そ
の時までの認識においては、天草は表面上は静かで、寺院と神社がたくさんあるが、核心は確固とした
キリスト教への信仰心を特徴としている地域であると考えていた。要するに、以前はいわゆる「中心」
対「周縁」の関係を権力対抵抗や、法律対使命感などという視点からとらえていた。それはすなわち、
浪漫が漂う緊張関係だと言えよう。しかしながら、この緊張はより環境的な要素を含んでいた。地理的
な観点から見ると、天草は大きな中心的な商業都市から遠い。17世紀の天草島原の乱では貧困が原因で
農民たちが反乱を起こして幕府軍と戦ったのであった。この視点から事件を把握した時、それまでの理
解が「テキスト的」と「想像的」な認識の域を出ていなかったことを痛感するようになった。懐
かいきゅう
旧的な
記憶も、歴史叙述の定説も、どちらも天草が平均的な生活標準にも及ばない事実を直視できていない。
地理と経済の重要性を視野に入れることにより、この地域への歴史的あるいは文化的な同情心が更に強
くなった。このような観点の転換と概念の衝撃は、フィールドワークが調査者にもたらすべきものであ
る。地理的、経済的、文化的、歴史的には、天草は上述の全ての点で「周縁」と言える地域に違いない。
しかしながら、周縁という地位は天草に多くの他地域との接触と交渉の機会を与えた。それは幸運な点
と言えよう。天草で訪問したある地域では、三分の一ほどのラジオ放送が韓国からの電波を受けている
写真 3　天草市立天草アーカイブズ収蔵庫 写真 4　宇城市松合フィールドワーク
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ことも興味深い。
　天草の地元のアイデンティティと記憶を探求していた中で、もう一つ気に留まったことがあった。そ
れは、当地の博物館と資料館がキリスト教に関するものを紹介する際に、その初期の歴史を多分に強調
していることである。言い換えれば、キリスト教の受容、伝播、その後の弾圧に重点が置かれ、後期の
発展はあまり注目されていない。なお、大多数の展示品を見ると、キリスト教のイメージは伝統的な象
徴物、例えば十字架などとはあまり結び付けられず、むしろ宣教師、書籍と印刷機を輸入したヨーロッ
パからの船とより強く関連付けられている。結論としては、キリスト教の精神力を完全に認めながら、
日本近世史におけるこの地域のキリスト信仰は、海外世界への憧憬と開放への渇望を特徴としていたと
思われるのである。それによって、鎖国、禁教、天草島原の乱が常に強調されている理由を理解するよ
うになった。それは周縁としての地域の生活態度である。この地域は極端な貧困のために、広大で自由
な世界を熱望した。それは未来の全国的な革新に導く種を育てた。それは珍重されるべき記憶であると
思う。
